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次へと作品が出来上がっていった。本当の基本は友禅ではなく、自分自身の造形観にあると気がついた
ようである。 
 それから４年を経て、技術も向上し、学外の公募展や個展など積極的に活動し、経験と実績を積み上
げてきたのであるが、常にその制作のモティーフとなったのは、彼女自身の心の内に有る感情の動きで
あり、彼女の中にある造形世界である。彼女はそれを心象表現と呼ぶ。 
 今回の作品はこれまでの集大成であり、又、これからの制作活動の出発点ともなるべきものであるが、
彼女ほど素直に、そしてナイーブに、自分の感情の動きを表現する学生に出会ったのは初めてである。
そして、論文も難しい表現はいっさい使っていないが、見事に作品に即していて、読み終わって心地よ
い清々しさをも感じることができた。 
 審査員一同、これからの健闘を祈りつつ審査を終えたが、その評価は極めて高いものであった。 
 
